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生誕１００年を前に
表浜地域の暮らしを著した山田もとさん

～本誌「表浜むかし話」の執筆者はこんな方～
　「海亀のお墓」「潮の流れ」「神の釜と久丸さま」「水の乏しかった頃」…こ
んな昔話を「潮騒」で読んだ方もみえるでしょう。これまで、創刊号の「大
漁不動様」に始まり、第18号の「中田恭一
画伯」まで毎号「表浜むかし話」のコーナー
で表浜地域の生活や文化などを昔話に例
えた話を紹介してきました。
　その執筆者の山田もとさんは1920年に
大草で生まれました。生誕100年を前にも
とさんの年譜を紹介します。また、大草校
区ではもとさんの作品で演劇が上演されて
おり、その演劇公演の様子を紹介します。

山田もとさん
（2004年に逝去されました）

山田もとさんの年譜

山田もとさんの著書

大草小学校6年生が「水の歌」を学芸会で発表（2001年12月）

　「水の歌」は、主人公おしま
（1894 年生まれ、1975年逝
去）が、大草志田に嫁に来てか
らの水汲みの苦労話を中心に
書かれています。もとさんはあ
とがきで「このお話は、名前を
別にしてほとんどが本当のこと
です」と言っています。これを読
むと、当時の大草など表浜地
域の人々の暮らしの一端が理
解できるでしょう。

大草自治会区長会が
「一本木の狐」を市民館まつりで発表　　　　   （2018年10月）

　「一本木の狐」は、本誌第3号
（6ページ）で紹介されています。
　大草平松に生えている赤松
に棲むいたずら狐が主人公の
短いお話です。以前の海岸近
くの土地の様子や豊川用水通
水以降の農業の変化も知るこ
とができます。

▲水汲みの苦労を演じた子どもたち
　（井戸から水を汲む場面）

▲大草自治会区長会が発表した「一本木の狐」のフィナーレ
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この冊子は、表浜地域づくり情報誌「潮騒」に掲載された山田もとさんに関する記事を抜粋し、
まとめたものです。
第22号を除き、当時の原稿のまま記載しています。
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※まさご ： 細かい砂　※くろ ： 隅　※こんきくて ： 疲れて

平成16年9月4日、「表浜の昔話」の執筆者である山田も
とさんがご逝去されました。慎んでお悔やみ申し上げます。
山田さんは、潮騒創刊号から第6号まで、表浜地域の生
活や暮らしなどを昔話に例え、また実体験に基づくお話を
私たちに分り易く、時には方言を交えながら執筆いただき、

とても温かな表現で読む人の心を和ませてくれました。
山田さんからいただいた、これまでのご支援、ご協力に感
謝申し上げるとともに、心安らかに永眠されることを深くお祈
り申し上げます。

　平成16年10月1日

田原市太平洋岸総合整備促進協議会　委員一同
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い ど や

【現在の井戸谷】
　簡易水道の名残（手前）と埋まってしまった井戸（奥）

（お断り）
潮騒№6まで「表浜の昔話」の執筆者でありました山田もとさ
んは、平成16年9月にご逝去されましたが、表浜地域で生まれ、
実体験を通した心温まる実話は多くの皆さんに心豊かな安らぎ

を与えていただいています。私ども編集事務局がこの旨をお話
したところ、ご遺族の皆様が快くご理解いただきましたので、今
後も山田さんの遺作を紹介させていただきます。
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「源五郎さの
くわ

鍬」

　背がひくくて、がっしりしている源五郎さは、いつもピ

カピカの大きな鍬をかついで畑や田んぼにでかける。

「おい、水すまし源五郎さ泳げるかい。」

池にいる源五郎と名前が同じなので、子どもたちが面

白がって遊びにくる。

　源五郎さは、ほんとに池にいる源五郎のように、水に

もぐるがうまいので池のゆりをぬく時、川をせき止めた

板をはずす時、いつも池や川にもぐる。

　雨の降らない暑い暑い夏、どこの田んぼもひびわれ

て稲は今にも枯れそう。用水地も水は底をついて、わ

ずかなわき水がちょろちょろ流れているだけ。このちょ

ろちょろ水を自分の田に入れようと、村の人は夜も昼

も血まなこだ。もう水番さがふりわける水もないし、いう

ことをきいてもくれない。

　源五郎さも鍬をかついで田まわりだ。水路にちびちび

水が流れている。

「ちいとわけてもらうでのう。」

源五郎さは水路を半分せき止め、水が半分下へいくよ

うにして、自分の田んぼの水口をあける。水はちょろち

ょろの半分田に入る。やれやれ、一息ついて次の田へ

いく。

「ああ、また上で止められたな。やれやれ、一雨降って

おくれたらなあ。」

　また半分わけてもらってつれてきた水を、自分の田へ

入れようと、水口の芝土をとろうとした時、いきなり黒い

長靴が、源五郎さの鍬をふんづけた。

「なにせるだい。」

「なにもかにもあるか。人の水をぬすみゃあがって。」

「日でりの水は、半分こと昔から･･･。」

「そんなこと誰がきめただ。おれが引いとる水だ。つべ

こべぬかすな。」

　もう一ど鍬がふんづけられた。

「お、鍬を、おれの鍬を･･･」

　だが源五郎さは立ち向かってゆけなかった。

その人が自分の子どもほど若いあばれ者だったから。

いやそれよりも、百姓の魂だとして、だいじだいじにして

いる鍬を、あの泥靴でふんづけられたくやしさで口もき

けないのだ。

　昔からの半分この水は、みんな流れてゆく。その時ち

ょろちょろ水に流されながら源五郎が一匹いるではな

いか。

「おお、源五郎か、池が干上がるで出てきたか。まあお

れの田んぼでくらせや。」

　源五郎さは、黒いつやつやした源五郎をつかんで、自

分の田に入れた。」

「世の中かわったな、源五郎や。」

さっきのくやしさがおさまって、源五郎さの体の中で、

なにかがガラガラとくずれる音がした。
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「中田恭一画伯」

　　恭一少年は、本をよみながら、のろのろ山道をある

いていく。畑へいかないとしかられるし、畑へつけば本

もよめない。絵もかけない。それで、花がさいていると花

をかく。とんぼがいると、じっとみていて写生する。畑へ

つくころは、夕ぐれになっている。

「百姓の子が、本や絵でめしがくえるか。はや畑のしご

とをせよっ。」

と、おとうさんはいつもおこった。

　　恭一少年のかやには、５０センチほどの、四かくな穴

があけてあり、そこから首と手をだして、よなかまで絵を

かいていた。カンテラの火を、かやの中へいれるとあぶ

ないからで、ねる時は、その穴を紙でふさいでねた。

　　恭一は、大草小学校を卒業すると、神戸小学校の

先生になった。

「こんやは、とまりばんだよ。」

といって家をでる日が多い。だが、学校のしごとをすま

すと、豊橋へまっしぐら、絵の勉強だった。

　　かすりの着物にしまのはかま、げたを

はいて、歩いていくのだ。絵をならうと、ま

た歩いて帰る。家へ帰ると夜明けだった。

　　やがて恭一は東京に出て、小学校の

先生をしながら、絵の勉強にはげんだ。

　　美しい水と空が大すきな恭一は、大正

８年、中学の先生になって、三重県伊賀

上野へ来て、その美しい水と空の風景を

かいた。

　　昭和２年、大草と号してかいた、波切の

とうもろこしと海の絵が、帝展（今の日

展）に入選した。つづいて、月ガ瀬の川と

梅の絵、とば港と、つぎつぎ入選した。

　　昭和９年、恭一画伯はまた東京へでたが、日本中を

歩きまわって、かきたい所にいきあたると、いつまでもそ

こでかきつづけた。中学や女学校の、絵の教科書もか

いた。いろいろの展らん会にも入選した。絵でくらしが

たつようになったのである。

　　絵でめしはくえんとはんたいしたおとうさんが、病気

になった時、恭一画伯は、毎日手紙をかいては出した。

　　戦争がはげしくなった１９年、恭一画伯は、かぞくをつ

れて大草にもどった。もう、絵のぐも紙もなくなって、す

きな風景はかけなかった。生活のため、戦死者のしょう

ぞう、かけじく、カーテンに何百枚と同じ絵もかいた。

　　まもなく体を悪くして、絵がかけなくなり、昭和３５年

になくなった。

　　大草画伯が勉強した絵が、今もたくさん残されている。

い　　が

うえ　の

たい そう な  きり

てい てん

たい そう

作品No.1「高松一色」中田恭一作
提供：田原市博物館（所蔵）

「おそでの山」

「とちの実ひろいにいかまいか。」

「そいでも、あの坂でころぶと、袖を片一方おいてくるだ

げえな。」

「きゃっ、おそがい。」

「そいでも、ころばにゃええがん。」

大ぜいのこどもたちは、わいわいがやがや、木の枝が

おいかぶさった暗い坂道へ、とちの実をさがしにいくだ

ぞな。

　　ほんのひとっぱしりの坂道で、くだってしまえば自動

車さえ通る県道、のぼってしまえばのげいとの畑がひら

け、志田字のお宮様もあっての、まるでやぶの中のトン

ネルよ。

　　この坂ののぼり口に、大つぶな実のなるとちの木が

一本あった。どんぐりやいまめはどこにでもあるで、だあ

れもほしがりゃせんが、きんかんより大きいこのとちの

実は、こまを作ったりビー玉にしたり、げんろく袖に入れ

てころころさせているだけでも、うれしいものだったでの

う、おばあが子どものころにはよ。

　　それで、なんとなくおそがいこの坂道で、ころばぬよ

うに、ころばぬようにと気をつけ、気をつけ、とちの実を

さがしたものよ。

　　むかし、ずうっとむかし、この坂道の西につづく山の

中に、おそでという人が住みついたそうな。どこからきた

やら、なぜこんな山に住みついたやら、なんにもわから

んだけど……。

　　古くなって、がらも見えん着物も、はじめはどんなに

かきれいだったらしく、長いふり袖だったとよ。その着物

の袖がちぎれても、片袖だけになっても、へいきで身に

まとっていたそうな。

「どっかの金持ちの娘だらあに。」

「いや、売られたすえの病いでよ。」

「いずれ、つらい目にあわされて、あんねに気がふれて

しまったずらよ。」

「あわれなことよのう。」

　　村のとしよりたちは、かたみにたべものや着物を、山

の入り口へおいてやったと。そいでいつとはなしに、この

山をおそでの山だ、おそでの坂道だというようになった

んだと。

　　けど、ここでころぶと袖をおいてくるだといわれるよう

になったのは、どうしてだか、とんとわからんだぞえ。

　　とちの木はなくなったけど、おそでの山は今も田原町

大草志田（※）に残っとる。広くなった坂道は、むかしの

田原街道のなごりで、おそでのことも忘れられたのう。

※現在の田原市大草町志田
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「中田恭一画伯」
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山田もと生誕100年記念事業

もとばあちゃんが残した
たはらの民話

　2019年、表浜地域づくり情報誌「潮騒」第21号で「生誕１００年
を前に　表浜地域の暮らしを表した山田もとさん」を紹介しました。
創刊号から第１８号まで毎号「表浜むかし話」のコーナーで表浜地
域の暮らしや文化を昔話の形で伝えた方です。
　その山田（旧姓：松本）もとさんは、1920年に現在の大草町志田
で生まれました。生誕１００年となる今年、田原市図書館・田原市
博物館・大草校区が連携して、その生涯や作品を紹介する事業を
行います。記念の年に改めて地元の作家山田もとさんの業績を振り
返り、昔話を読んでみてはいかがでしょう。

日時●12月20日（日） 午後1時30分～ 3時40分
場所●田原文化会館 多目的ホール
定員●80名
内容●①成章高校演劇部による作品の朗読
　　　②講演「地域のおはなしを語り継ぐ魅力」講師:内浦有美氏（ばったり堂）
　　　③大草小学校4年生による演劇『水の歌』
　　　④座談会
申込●11月14日（土）から、田原市図書館、田原市博物館、大草市民館で直接、電話、FAXで受付。

１.記念行事

企画展「生誕１００年 もとばあちゃんが残した たはらの民話」
期間●12月12日（土）～2月11日（木・祝）※渥美・赤羽根は1月9日（土）～
場所●田原市中央図書館、渥美図書館、赤羽根図書館、大草市民館
内容●年譜、展示パネル、関連資料ほか

２.図書館・大草市民館展示

平常展「～渥美半島と文学～児童文学作家 山田もと」
期間●12月5日（土）～2月7日（日） 午前9時～午後5時（入館は4時30分まで）
場所●田原市博物館
内容●『水の歌』などの原稿、書簡ほか
観覧料●310円、小・中学生150円（ほの国こどもパスポート提示で小中学生は無料）

３.博物館展示

内容●『潮騒』の連載記事「表浜むかし話」全18話をまとめた記念冊子を作成。
冊数●400部
配付先●市内市民館、小中学校ほか

４.記念冊子『表浜むかし話』

山田もとさんが好きだった椿

山田もとさん

「もと」ばあちゃんのおはなし
（2005年 田原市教育委員会 発行）

主な記念事業
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山田もと生誕100年記念事業
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主な記念事業
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　この冊子は、郷土の児童文学作家　山田もとさんの生誕 100 年記
念事業の一環として作成したものです。
　表浜地域づくり情報誌「潮騒」（発行：田原市東部太平洋岸総合
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